
本
稿
で
は
地
方
知
行
制
を
村
落
の
視
点
か
ら
検
討
す
る
も
の
で
あ
る
。

｜
、
知
行
割
を
め
ぐ
っ
て

１

近
世
に
お
け
る
地
方
知
行
の
有
り
様
に
つ
い
て
は
諸
藩
の
実
態
に
差
異
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
肥
後
細
川
領
に
お
い
て
も
地
方
知
行
の

変
質
が
指
摘
さ
れ
て
久
し
い
．
形
式
的
に
は
地
方
知
行
を
追
求
し
て
承
る
と
、
知
行
宛
行
の
御
書
出
の
交
付
の
ほ
か
、
知
行
所
付
目
録
・
知
行

所
高
人
畜
帳
・
知
行
高
田
畑
見
図
帳
な
ど
一
連
の
知
行
関
係
史
料
が
残
存
す
る
ば
か
り
で
な
く
、
村
方
に
お
い
て
は
給
人
と
の
つ
な
が
り
を
物

語
る
数
々
の
史
料
に
接
す
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
と
こ
ろ
か
ら
推
測
す
る
に
地
方
知
行
の
変
質
と
は
年
貢
直
所
務
の
廃
止
を
さ
し
て
お
り
、

そ
れ
で
も
尚
地
方
知
行
制
は
残
さ
れ
て
い
た
と
い
え
る
の
で
あ
る
。
あ
ら
た
め
て
地
方
知
行
と
は
何
な
の
か
を
再
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
よ
う

に
思
わ
れ
る
。

寛
永
九
年
十
二
月
肥
後
熊
本
に
入
国
し
た
細
川
忠
利
は
父
三
斎
へ
の
隠
居
領
を
は
じ
め
、
家
臣
へ
の
知
行
配
分
、
蔵
入
れ
地
の
確
定
の
た
め
、

近
世
に
お
け
る
知
行
割
と
圃
取
（
松
本
）

近
世
に
お
け
る
知
行
割
と
鼠
取

は
し
が
き

松
本
寿
三
郎



・
高
弐
百
拾
六
石
三
斗
七
升
三
合
弐
勺
八
才
ハ
先
給
人
庄
林
隼
人
殿
手
竿
一
一
て
打
出
し
分

二
口
合
高
千
八
百
弐
拾
弐
石
壱
斗
四
升
三
合
八
勺
八
才

（
１
）

早
速
領
内
の
実
態
把
握
に
乗
ｈ
ソ
出
し
、
先
代
の
高
物
成
、
村
人
畜
の
差
し
出
し
を
命
じ
た
。
細
川
氏
は
先
代
加
藤
氏
か
ら
領
域
支
配
に
関
す
る

資
料
を
受
け
取
っ
て
い
る
に
違
い
な
い
が
、
農
村
支
配
の
必
要
性
か
ら
村
庄
屋
に
高
物
成
、
人
畜
を
自
主
申
告
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ

る
。
こ
れ
に
対
し
て
村
庄
屋
は
年
貢
高
の
隠
髄
ど
は
か
り
、
報
告
を
渋
っ
て
い
た
。
こ
の
な
か
で
山
鹿
郡
上
内
田
村
の
一
例
だ
け
次
の
高
物
成

畠
方
四
百
六
拾
九
石
七
斗
三
升
壱
合

寛
六
御
物
成
九
百
八
拾
六
石
壱
斗
六
升
壱
合
四
才

寛
七
御
物
成
九
百
八
拾
六
石
五
斗
三
升
六
合

寛
入
御
物
成
九
百
六
拾
四
石
四
斗
四
升
六
勺
四
才

右
之
前
少
も
無
相
違
書
上
申
侯
、
以
上

寛
永
十
年

臓
法
残
っ
て
い
る
。

一
、
本
高
千
六
百
五
石
七
斗
七
升
六
勺
八
才

一
、
高
弐
百
拾
六
石
三
斗
七
升
三
合
弐
勺
八

百
拾
六
石
三
斗
壱
升
弐
合
八
勺
八
才

〆
千
七
百
五
石
八
斗
三
升
壱
合

山
鹿
郡
上
内
田
村
高
物
成
一
紙

田
方
千
弐
百
三
拾
六
石
壱
斗
弐
勺

近
世
に
お
け
る
知
行
割
と
園
取
（
松
本
）

永
荒
川
成

毛
付
分



③
一
ク
シ
を
た
て
様
子
可
承
事

３

こ
の
村
高
は
本
高
に
先
給
人
の
打
ち
出
し
分
を
加
え
た
高
で
あ
り
、
郷
帳
高
で
は
な
い
。
そ
れ
か
ら
永
荒
川
成
を
さ
し
引
い
た
高
が
課
税

の
基
準
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
寛
永
十
年
五
月
に
は
ほ
ぼ
全
域
の
村
高
の
確
定
が
な
さ
れ
た
と
見
え
、
五
月
七
日
に
は
奉
行
か
ら
右
筆
頭

（
４
）

飯
田
才
兵
衛
に
宛
て
た
「
覚
」
に
は
つ
ぎ
の
よ
う
な
蔵
納
・
給
知
の
方
針
が
示
さ
れ
て
い
る
。

愈
匝
笛
倹
や
可
由
侯
間
左
右
凌
蕊

覚
一

月
中
二
し
ま
い
侯
事

①
一
御
検
地
之
儀
者
竿
之
広
キ
御
郡
迄
被
仰
付
、
其
外
之
御
郡
ハ
其
ま
上
被
召
澄
可
然
奉
存
候
事

②
一
石
も
り
の
儀
者
な
ら
し
一
一
被
候
仰
付
侯
上
ハ
、
今
迄
之
石
も
り
に
て
被
為
置
可
然
奉
存
候
事

で
あ
っ
た
。

④
一
御
内
検
二
手
間
入
可
申
侯
間
、
土
免
二
請
申
御
郡
ハ
ー
郡
成
共
士
免
二
被
仰
付
、
請
不
申
御
郡
迄
を
秋
免
二
被
仰
付
可
然
奉
存
候
事

⑤
一
御
内
検
之
儀
者
早
田
出
来
次
第
二
御
奉
行
を
被
差
出
、
九
月
廿
日
切
二
仕
廻
申
候
様
二
被
仰
付
可
然
奉
存
候
事

⑥
一
御
蔵
納
ハ
熊
本
よ
り
壱
里
半
・
弐
里
之
間
海
道
筋
宿
々
・
山
奥
・
浦
々
水
夫
付
・
御
国
境
井
二
上
々
之
所
・
下
々
之
所
・
さ
こ
々
々
多

キ
所
定
御
蔵
納
二
被
成
、
永
々
御
給
人
知
二
御
配
不
被
成
様
二
被
仰
付
可
然
奉
存
候
事

⑦
一
小
物
成
之
儀
者
、
御
給
人
知
二
御
座
候
と
も
物
成
之
外
二
被
成
御
蔵
納
へ
被
召
上
可
然
奉
存
候
事

⑧
一
御
知
行
割
之
儀
者
、
当
年
之
御
内
検
相
済
之
前
か
と
三
年
入
物
成
と
引
合
四
年
な
ら
し
二
而
御
わ
り
被
成
可
然
奉
存
候
へ
共
、
左
様
一
一

坂
本
喜
介
殿

こ
れ
に
よ
る
と
上
内
田
村
で
は
寛
永
六
年
五
七
・
八
％
、
寛
永
七
年
五
七
・
八
％
、
寛
永
八
年
五
六
・
五
％
、
平
均
五
七
・
一
一
一
％
の
年
貢
率

近
世
に
お
け
る
知
行
割
と
圏
取
（
松
本
）

二
月
七
日

星
出
儀
兵
衛
殿

庄
屋
平
七
判



以
上

本
稿
の
目
的
と
す
る
知
行
割
に
関
す
る
条
項
は
後
半
の
⑥
～
⑩
項
で
あ
る
。
こ
の
方
針
に
し
た
が
っ
て
知
行
割
が
開
始
さ
れ
、
五
月
に
父
忠

興
の
隠
居
領
、
七
月
に
弟
立
允
・
天
ら
一
門
の
知
行
帥
澄
成
し
た
後
、
家
臣
に
つ
い
て
は
七
月
十
二
日
家
老
長
岡
佐
渡
守
へ
合
志
郡
・
玉
名

（
８
）
（
７
）

郡
を
宛
行
っ
た
。
ま
た
御
こ
ほ
・
自
徳
院
へ
の
知
行
宛
行
は
七
月
十
四
日
に
な
さ
れ
て
い
る
。
七
月
十
二
日
付
け
で
御
国
之
惣
奉
行
に
あ
て
て

知
行
割
に
つ
い
て
「
小
国
豊
後
境
一
一
て
弐
百
石
ノ
割
一
シ
、
玉
名
か
菊
池
か
飽
田
か
合
志
か
一
一
て
弐
百
十
弐
石
の
割
一
シ
、
ま
た
弐
百
三
拾

五
石
ノ
割
一
シ
、
弐
百
弐
拾
石
之
わ
り
一
シ
、
飽
田
郡
二
て
三
百
石
の
割
一
ッ
阿
蘇
之
神
主
之
知
行
之
そ
は
二
て
弐
百
石
之
ワ
リ
ー
ッ
以

（
８
）

上
、
此
分
割
候
て
可
越
侯
」
の
提
出
を
命
じ
て
い
る
ｐ
御
国
之
惣
奉
行
が
中
心
に
な
っ
て
知
行
高
の
割
（
知
行
高
の
単
位
）
が
作
ら
れ
、
藩
主

の
意
向
に
沿
っ
て
知
行
の
配
知
が
な
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
と
こ
ろ
で
七
月
に
宛
行
わ
れ
た
長
岡
佐
渡
守
・
御
こ
ほ
・
自
徳
院
の
場
合
い

（
９
）

ず
れ
も
知
行
所
付
目
録
で
あ
り
、
こ
の
段
階
で
四
シ
物
成
の
撫
高
を
と
っ
て
い
る
。
家
老
長
岡
佐
渡
守
以
外
の
家
臣
へ
の
知
行
宛
行
は
九
月

（
胸
）
（
皿
）

朔
日
に
な
さ
れ
た
。
佐
渡
守
へ
の
知
行
地
は
玉
名
郡
・
合
志
郡
に
集
中
し
て
お
り
、
か
っ
て
豊
前
に
お
い
て
行
っ
た
知
行
配
分
の
方
式
を
と
っ

て
い
る
が
、
こ
の
ほ
か
の
家
臣
に
も
同
時
に
所
付
目
録
が
与
え
ら
れ
た
か
は
明
ら
か
で
な
い
、
こ
の
と
き
の
忠
利
の
お
書
出
は
藩
士
三
四
家
に

伝
来
し
て
い
る
が
、
所
付
目
録
は
一
通
も
残
っ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
と
き
の
知
行
割
に
も
っ
と
も
近
い
も
の
と
し
て
寛
永
十
二
年
の

御
座
候
ハ
坐
御
知
行
わ
り
つ
か
へ
御
所
務
一
一
も
指
合
可
申
侯
間
、
先
前
か
と
の
三
年
な
ら
し
に
て
御
わ
り
被
成
、
扱
当
秋
之
御
内
検
之

上
二
而
指
引
被
仰
付
可
然
奉
存
侯
事

⑨
一
同
被
為
割
様
之
儀
者
、
壱
万
石
組
何
拾
人
、
弐
万
石
組
何
十
人
と
大
わ
り
二
被
成
、
其
組
相
之
者
共
と
し
て
相
対
仕
可
成
ほ
と
村
切
二

片
付
割
符
仕
候
様
二
被
仰
付
可
然
奉
存
候
事

⑩
一
小
身
成
も
の
ほ
と
照
本
近
キ
所
二
而
被
遣
、
大
身
成
者
ほ
と
次
第
二
遠
キ
所
に
て
被
遣
、
籾
大
身
成
も
の
一
天
ざ
こ
く
ま
て
有
之
所
を

も
高
二
応
し
加
へ
被
遺
侯
而
可
然
奉
存
候
、
又
馬
之
か
い
料
之
為
二
熊
本
ち
か
き
所
二
而
も
御
知
行
少
宛
ハ
御
割
符
被
成
被
遣
候
て
ハ

如
何
可
有
御
座
哉
之
事

近
世
に
お
け
る
知
行
割
と
圏
取
（
松
本
）



５

（
腿
）

御
印
物
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
閲
）

こ
れ
ら
は
寛
永
十
一
一
年
に
新
知
も
し
く
は
加
増
の
者
で
あ
る
。
中
根
半
丞
・
志
水
久
馬

・
住
江
求
馬
は
い
ず
れ
も
寛
永
十
一
年
江
戸
で
登
用
さ
れ
た
も
の
で
、
「
寛
拾
壱
物
成
よ

り
遣
候
、
右
物
成
之
内
銀
子
弐
貫
目
江
戸
一
一
而
渡
侯
、
残
ル
物
成
種
候
而
肥
後
二
可
渡

候
」
と
の
書
き
入
れ
が
あ
る
。
明
石
玄
古
・
永
良
長
兵
衛
・
里
村
省
庵
の
三
人
は
益
城
郡

、
ノ

北
田
尻
村
・
宇
土
郡
松
山
村
で
全
く
同
一
の
高
を
配
知
し
て
お
り
、
平
野
六
蔵
と
長
野
八
躯

兵
衛
も
菊
池
郡
木
山
村
で
同
一
高
を
配
知
さ
れ
て
い
る
。
知
行
高
が
そ
れ
ほ
ど
高
く
な
柵

い
に
も
か
か
わ
ら
ず
知
行
地
が
数
ヶ
村
に
わ
た
る
場
合
が
少
な
く
な
い
こ
と
、
村
内
で
の
櫛

知
行
高
に
均
等
性
が
見
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
で
き
る
。
い
わ
ゆ
る
散
在
知
行
制
と
均
質
性
櫛

が
知
行
配
分
の
原
則
と
な
っ
て
い
る
様
子
を
窺
い
知
る
の
で
あ
る
。
（
第
１
表
）
知の

こ
う
し
た
知
行
地
の
散
在
性
と
均
等
性
は
撫
高
で
あ
る
知
行
高
ば
か
り
で
な
く
、
百
姓
年
の
産

の
持
ち
高
で
あ
る
現
高
の
均
等
と
Ｊ
⑧
な
っ
て
い
る
。
一
例
と
し
て
寛
永
十
四
年
の
地
撫
検
銅

地
崎
だ
よ
っ
て
山
本
郡
諸
村
の
知
行
地
を
あ
げ
れ
ば
第
２
表
の
如
く
で
あ
る
。

寛

山
本
郡
の
諸
村
は
大
方
の
村
で
撫
高
が
現
高
を
上
回
っ
て
い
る
が
、
逆
の
村
も
あ
る
。
畷

地
撫
検
地
は
百
姓
の
不
公
平
観
を
う
ま
く
利
用
し
て
百
姓
高
の
確
定
を
計
っ
た
。
加
藤
氏
第

時
代
に
決
定
さ
れ
た
現
高
は
一
一
一
十
年
余
を
経
過
し
て
生
産
高
と
禿
離
を
生
じ
て
お
り
、
地

《
閲
》

撫
検
地
は
村
高
は
前
代
の
高
を
継
承
し
な
が
ら
、
庄
屋
以
下
名
子
百
姓
に
い
た
る
村
人
の

立
会
い
の
も
と
で
生
産
力
の
実
態
に
即
し
て
百
姓
高
を
再
配
分
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
村

人
の
納
得
の
上
で
高
を
割
り
付
け
た
の
で
あ
る
。
こ
の
百
姓
高
に
前
述
の
寛
永
六
、
七
、

近
世
に
お
け
る
知
行
割
と
圏
取
（
松
本
）

寛永1２， 津田山三郎

200石

益城郡志々

井

水村

寺村

200石

12,12,朔 明石玄古

300石

益城郡北田尻村

宇土郡松山村

223,85358

76,14642

12,12,朔 永良帳兵衛

300石

益城郡北田尻村

宇土郡松山村

223

7６

85358

14642

12,12,朔 里村省庵

300石

益城郡

宇土郡

北田尻村

松山村

223

7６

85358

14642

12,12,朔 長野．八兵衛

300石

菊池郡木山村 169,01415

12,12,朔 平野六蔵

300石

菊池郡木山村 169,01410



第２表 山本郡における知行地（寛永10年代地撫帳）

近
世
に
お
け
る
知
行
割
と
圏
取
（
松
本
）

注空白の部分は記城を欠くもの。

６

寛永14,12,12慈恩寺村

郡与茂丞

永良彦大夫

久野二郎吉

小川安左衛門

329,4975

100,76893

75,5762

75,5762

75,5762

撫高 現高245,238

75,4578

56,59338

56,59338

56,59338

寛永14,12,12伊知坊村

吉田縫殿助

吉田平兵衛

落合勘兵衛

沢地吉右衛門

“
羽
鯛
誕

６
２
２
１

2２

22783

67425

67425

20512

67423

蝿
価
価

9９

１６

30978

20221

20221

72186

18349

寛永14,12,12仁王堂村
金子九左衛門

西郡長左衛門

臼杵勝大夫

吉田長助

荒木長助

入江八助

追
肥
陀
陀
陀
陀
蛇

６
１
１
１
１
１
１

27398

21233

21233

21233

21233

21233

21233

495

２
２
２
２
２
２

８
８
８
８
８
８

075

5125

5125

5125

5125

5125

5125

寛永14,12,12舟島村

郡与茂丞

永良彦大夫

小川安左衛門

久野次郎吉

328

９９

７４

７４

７４

1494

878

4238

4238

4238

318

８
２
３
３

９
７
７
７

494

00369

52817

4984

0289

寛永1４大清水村

吉田縫殿助

吉田平兵衛

落合勘兵衛

沢地吉右衛門

６
６
６
５

４
７
７
６

７
２
２
１

2７

05982

31767

31585

79397

4238

蛇
誕
訂
叩

９
３
３
２

3３

5645

2822

789

5734

4289

寛永14,12,12平原村

貫角左衛門

瀬崎猪右衛門

113,72147

113,72147

94,268

94,268

寛永15,11,21－木村

竹内七郎右衛門

田中左兵衛門

78,576

78,576

107,2015

107,2015

寛永15,11,21上古閑村

国友平左衛門

竹内亀右衛門

200,7053

100,35268

201

100

100

695

8475

8475



（
Ｗ
）

九
月
十
一
日

７

知
行
割
の
手
順
と
し
て
は
、
諸
郡
々
へ
配
知
に
な
る
こ
と
に
つ
い
て
支
障
な
い
と
の
差
し
出
し
と
と
も
に
上
知
限
り
に
人
畜
帳
を
と
も
に
添

え
差
し
出
す
事
に
な
っ
て
い
た
。
し
か
る
後
に
知
行
割
目
録
・
所
付
目
録
の
交
付
つ
づ
い
て
高
人
畜
帳
・
高
田
畠
畝
数
帳
作
成
に
と
進
ん
で
い

（
肥
》

く
の
で
あ
る
が
、
目
録
交
付
の
段
階
で
園
取
り
と
い
う
過
程
が
あ
る
。
元
禄
五
年
田
辺
孫
右
衛
門
の
知
行
割
に
つ
い
て
次
の
記
事
が
あ
る
。

八
年
度
の
物
成
高
を
反
映
さ
せ
た
も
の
が
撫
高
で
あ
り
、
こ
れ
に
は
百
姓
を
納
得
さ
せ
る
公
平
さ
が
あ
っ
た
に
違
い
な
い
．

山
本
郡
諸
村
の
知
行
地
に
は
一
村
全
給
の
場
合
も
あ
る
が
、
大
方
の
村
は
数
人
に
分
割
し
て
支
給
さ
れ
て
い
る
。
相
給
と
呼
ば
れ
る
分
割
知

行
で
は
、
給
人
に
よ
っ
て
村
内
の
知
行
高
に
差
異
が
承
ら
れ
る
が
、
慈
恩
寺
村
、
伊
知
坊
村
、
仁
王
堂
村
、
船
島
村
、
平
原
村
、
上
古
閑
村
・

一
木
村
で
は
数
人
の
撫
高
・
現
高
と
も
に
全
く
均
等
に
分
割
し
て
い
る
。
永
良
彦
大
夫
（
一
五
○
石
）
・
小
川
安
左
衛
門
（
一
五
○
石
）
・
久

野
次
郎
吉
の
三
人
は
慈
恩
寺
・
船
島
両
村
で
均
等
に
知
行
を
拝
領
し
て
い
る
。
仁
王
堂
村
で
一
○
二
石
余
を
拝
領
し
た
金
子
九
左
衛
門
以
下
も

一
五
○
石
取
り
で
あ
と
の
四
七
石
七
斗
は
飽
田
郡
上
立
田
村
に
あ
っ
た
。
第
１
表
に
あ
げ
た
明
石
玄
古
・
永
良
長
兵
衛
・
里
村
省
庵
・
長
野
八

兵
衛
・
平
野
六
蔵
の
知
行
割
が
例
外
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
散
在
知
行
に
は
給
知
を
分
散
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
地
域
に
よ
る
凶

作
の
ダ
メ
ー
ジ
を
回
避
し
、
給
人
に
あ
る
程
度
の
年
貢
収
入
を
保
証
す
る
意
味
合
い
も
あ
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
が
、
村
内
の
知
行
地
の
均
等
に

配
分
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
給
人
間
の
年
貢
収
入
を
平
均
化
す
る
も
の
で
あ
っ
た

一
田
辺
孫
右
衛
門
御
知
行
割
目
録
下
割
と
も
一
一
四
通
今
日
出

但
孫
右
衛
門
知
行
割
よ
り
四
つ
成
渡
り
、
是
よ
り
初
ル

悶
取
埼
明
所
付
目
録
相
済

知
行
割
に
お
け
る
闘
取
り
と
は
い
か
な
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
、
享
保
十
八
年
六
月
二
五
日
に
は
十
六
年
十
二
月
以
来
の
新
知
・
御
加
増
の
者

近
世
に
お
け
る
知
行
割
と
圃
取
（
松
本
）

二
、
知
行
の
闘
取



８

知
行
割
が
な
さ
れ
た
と
い
う
。

知
行
の
闇
入
れ
（
園
取
）
は
大
身
や
一
門
の
場
合
も
例
外
で
な
く
延
享
三
年
（
一
七
四
六
）
長
岡
少
進
の
知
行
割
に
際
し
て
前
例
を
調
査
し

た
と
こ
ろ
次
の
よ
う
な
結
果
が
報
告
さ
れ
た
。

へ
十
九
名
へ
の
知
行
割
が
行
わ
れ
た
が
、
そ
の
過
程
は
次
の
様
な
も
の
で
あ
っ
た
。

（
随
）

丑
八
月
一
一
五
日

一
享
保
十
六
年
十
二
月
以
来
之
新
知
・
御
加
増
之
衆
御
知
行
割
当
夏
よ
り
し
ら
へ
懸
り
御
知
行
下
割
当
六
月
二
七
日
於
御
花
畠
闘
入
夫
々
地

方
相
極
侯
二
付
、
所
付
相
認
今
日
御
奉
行
所
へ
差
出
申
侯
覚
書
名
付
共
二
左
之
通
り

こ
の
と
き
の
要
領
は
「
六
ヶ
年
撫
二
而
御
知
行
下
割
仕
候
を
、
如
例
当
月
二
七
日
御
花
畠
之
寄
二
圃
入
」
し
た
の
で
あ
っ
た
が
、
す
べ
て
が

聞
入
れ
で
決
定
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
森
井
惣
九
郎
へ
の
五
百
石
の
下
割
は
古
新
地
の
内
か
ら
配
知
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
の
で
闇
も
入
れ
ず

一
清
水
縫
殿
殿
江
御
知
行
四
千
石
被
為
拝
領
元
禄
三
年
地
方
相
渡
申
候
節
、
圃
二
而
相
極
申
侯

一
長
岡
友
山
老
江
御
知
行
千
石
被
為
拝
領
、
右
同
年
地
方
相
渡
り
申
侯
節
、
圃
二
而
極
申
侯

一
長
岡
半
左
衛
門
殿
江
御
知
行
千
石
被
為
拝
領
、
元
禄
十
三
年
地
方
相
渡
り
申
侯
節
、
圃
二
而
極
申
侯

一
山
名
十
左
衛
門
殿
江
御
知
行
千
石
御
加
増
被
為
拝
領
、
右
同
年
地
方
相
渡
り
申
節
、
圏
二
而
極
申
候

一
長
岡
監
物
殿
御
加
増
之
五
千
石
、
宝
永
四
年
地
方
相
渡
り
申
侯
、
此
節
之
御
知
行
割
帳
色
を
吟
味
仕
候
へ
共
、
何
方
江
片
付
居
申
候
哉

急
二
見
兼
申
候

一
有
吉
大
膳
殿
江
御
知
行
八
百
石
被
為
拝
領
侯
を
、
享
保
十
八
年
地
片
相
渡
り
申
候
節
、
圃
二
而
極
侯
と
相
見
候

四
月
御
郡
方

右
之
書
付
四
月
十
七
日
上
村
理
右
衛
門
殿
へ
相
達
被
申
候
事

・
近
世
に
お
け
る
知
行
割
と
閏
取
（
松
本
）

覚ｓ
Ｌク



近
世
に
お
け
る
知
行
割
と
園
取
（
松
本
）

９

右
之
通
五
月
五
日
於
御
花
畑
圃
二
而
相
極
り
、
御
知
行
所
付
目
録
致
出
来
候
事

闘
入
れ
と
は
配
知
す
る
知
行
高
に
相
当
す
る
複
数
の
知
行
の
割
を
作
成
し
て
お
き
、
そ
の
中
か
ら
一
つ
を
選
ば
せ
る
や
り
方
で
あ
る
．
長
岡

少
進
の
場
合
二
千
石
の
割
を
一
一
つ
作
っ
て
お
き
、
そ
の
片
方
を
長
岡
少
進
が
え
ら
ん
だ
の
で
、
残
り
の
二
千
石
の
割
一
つ
は
御
蔵
納
に
も
ど
し

た
と
い
う
の
で
あ
る
。
同
年
七
月
に
小
笠
原
多
宮
ら
一
○
名
に
新
知
・
加
増
の
配
知
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
時
の
知
行
割
は
閥
の
入
れ
方
を
よ
く

示
し
て
い
る
の
で
煩
を
厭
わ
ず
あ
げ
て
承
よ
う
。

入
れ
が
行
わ
れ
た
。覚

一
弐
千
石
割内

壱
割
壱
割以
上

こ
の
前
例
に
し
た
が
っ
て
長
岡
少
進
の
知
行
割
は
囲
に
よ
っ
て
行
う
こ
と
が
決
定
し
、
一
一
千
石
の
知
行
下
割
が
一
一
通
作
ら
れ
、
五
月
五
日
閥

（
釦
）
覚

一
五
百
石
割

五
月壱壱

割割内

弐
ッ小

笠
原

御
蔵
納
戻

長
岡
少
進
殿
渡
り

御
蔵
納
戻
り

弐
ッ

多
宮



内

1０

壱
割
壱
割
壱
割
壱
割

一
五
拾
石
割

百

石壱壱
内割割割内

一
弐
百
石
割
弐
ッ

拾壱壱
石割割
割

壱
割
壱
割

三
百
石
割

近
世
に
お
け
る
知
行
割
と
悶
取
（
松
本
）

御
蔵
納
戻

弐
ッ 永

嶺
嘉
平
次

杉
形
右
衛
門

真
藤
又
之
允

船
瀬
次
郎
七

弐
ッ

弐
ッ竹

原
鳥
井

四
ッ井

上
儀
右
衛
門

長
谷
川
仁
左
衛
門

御
蔵
納
戻浦

大
夫

彦
大
夫



七
月

あ
る
。 五

百
石
か
ら
三
十
石
迄
配
知
の
高
に
応
じ
て
複
数
の
知
行
割
を
設
定
し
て
お
き
、
そ
れ
ぞ
れ
が
鯛
を
入
れ
て
自
ら
の
知
行
地
を
引
き
当
て
る

の
で
あ
る
。
知
行
割
は
あ
ら
か
じ
め
準
備
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
こ
れ
を
引
き
当
て
る
の
は
自
分
で
あ
り
、
も
し
不
良
の
知
行
地
を
引
き
当

て
た
と
し
て
も
そ
の
箕
め
は
自
ら
の
く
じ
運
に
帰
す
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
ら
知
行
割
は
御
郡
方
で
下
割
を
作
成
、
清
算
し
た
上
で
中
折
紙
に
中
書
し
て
、
花
畑
御
奉
行
所
へ
持
参
、
家
老
中
列
座
の
上
で
嗣
入
れ

が
行
わ
れ
る
。
そ
の
後
決
定
し
た
給
人
の
氏
名
表
と
閲
目
録
を
添
え
、
中
喪
の
圃
を
文
箱
に
い
れ
て
御
郡
方
へ
届
け
る
。
御
郡
方
で
は
大
杉
原

竪
紙
に
所
付
目
録
を
清
書
し
て
、
人
数
分
作
成
、
郡
奉
行
の
印
判
を
揃
え
た
上
で
、
上
包
み
に
そ
れ
ぞ
れ
「
何
某
殿
御
奉
行
所
」
と
記
し
て
、

奉
行
所
担
当
根
取
に
届
け
た
。
在
国
の
給
人
に
は
直
ち
に
手
元
に
届
け
ら
れ
る
が
、
江
戸
定
詰
の
給
人
の
場
合
に
は
郡
奉
行
の
印
形
を
取
り
揃

（
郡
）

え
た
上
で
飛
脚
便
で
江
戸
に
届
け
た
。
こ
う
し
て
給
人
の
手
元
に
届
け
ら
れ
た
知
行
所
付
目
録
を
蟹
江
家
文
書
に
承
る
と
次
の
よ
う
な
も
の
で

（
箆
）

「
螺
江
長
兵
衛
殿
奉
行
所
」

螺
江
長
兵
衛
被
為
拝
領
御
知
行
所
附
目
録

現
高
六
拾
三
石
四
升
七
合
七
勺
六
才
菊
池
郡
之
内

一
高
五
拾
七
石
三
斗
九
升
九
合
七
勺
三
才
今
村

－１１－

近
世
に
お
け
る
知
行
割
と
圃
取
（
松
本
）

壱壱
以割割内
上

樋
口
元
賀

御
蔵
納
戻



現
高
九
拾
壱
石
壱
斗
九
升
七
合
七
勺
弐
才

－１２－

飽
田

こ
う
し
た
所
付
目
録
は
新
知
・
加
増
・
減
知
の
さ
い
し
て
知
行
地
の
引
き
渡
し
を
確
認
す
る
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
、
村
別
の
知
行
高
人
畜
と

知
行
高
田
畑
畝
数
帳
を
セ
ッ
ト
に
し
て
引
き
渡
さ
れ
た
。
嬬
江
長
兵
衛
の
場
合

宝
永
弐
年
七
月
飽
田
郡
上
代
村
螺
江
長
兵
衛
殿
御
知
行
高
人
畜
御
帳

宝
永
弐
年
七
月
菊
池
郡
今
村
蛎
江
長
兵
衛
殿
御
知
行
高
人
畜
帳

現
高
弐
拾
八
石
壱
斗
四
升
九
合
九
勺
六
才

一
高
四
拾
弐
石
六
斗
弐
勺
七
才

右
田
畠
人
畜
無
相
違
化
被
引
渡
所
、
如
件

宝
永
二
年
五
月
十
一
日

近
世
に
お
け
る
知
行
割
と
圃
取
（
松
本
）

高
合
百
石

！

菊
池福

田
左
助
殿
⑳

甲
野
左
次
右
衛
門
殿
⑳

塚
本
弥
次
兵
衛
殿
③

一
木
孫
三
郎
上
知

飽
田
郡
之
内上
代
村

本
方

堀
内
喜
左
衛
門
③
（
花
押
）

横
井
佐
左
衛
門
⑳
（
花
押
）

吉
田
善
右
衛
門
③
（
花
押
）



生
産
力
と
し
て
の
一
筆
奇
為
の
田
畑
で
は
な
く
、
年
貢
を
負
担
す
る
こ
と
が
可
能
な
経
営
体
で
あ
る

こ
と
に
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
確
実
に
収
入
が
保
証
さ
れ
な
け
れ
ば
、
給
人
の
生
活
は
維
持

（
函
）

で
き
な
い
の
で
あ
る
か
ら
知
行
割
は
慎
重
に
行
わ
れ
た
。
寛
文
九
年
十
月
十
五
日
の
窺
帳
に
姓百

新
知
・
御
加
増
被
下
候
衆
知
行
割
仕
、
唯
今
相
渡
申
儀
成
不
申
候
、
当
年
は
所
点
損
毛
二
て
御
知

座
候
故
、
知
行
わ
り
仕
申
侯
而
も
大
分
損
を
仕
候
者
も
可
有
御
座
侯
、
永
川
成
・
当
荒
も
御
座
鵬

候
故
わ
り
申
儀
成
不
申
由
申
上
候
得
は
、
当
年
は
御
蔵
米
二
て
相
渡
、
来
春
知
行
割
仕
可
然
思
蝋長

召
候
、

江

と
あ
り
、
不
作
の
年
に
は
知
行
割
を
せ
ず
と
り
あ
え
ず
蔵
米
を
支
給
し
て
給
人
の
収
入
を
確
保
し
、
棚

翌
春
に
知
行
割
を
行
う
こ
と
と
し
た
が
、
こ
の
例
は
不
作
時
の
前
例
と
し
て
参
考
に
さ
れ
た
。
元
禄
鵬

（
制
）

一
一
一
年
一
一
月
に
も
新
知
・
加
増
か
替
地
が
合
わ
せ
て
六
千
八
百
一
一
一
十
石
に
の
ぼ
り
、
知
行
割
が
要
請
さ
鋤

れ
た
が
、
前
年
の
年
貢
の
う
ち
春
請
け
・
夏
請
け
な
ど
未
進
が
例
年
に
な
く
多
く
、
こ
の
ま
ま
給
知

に
な
っ
た
場
合
未
進
取
り
立
て
に
困
窮
す
る
の
で
、
三
月
の
中
算
用
が
済
ん
だ
あ
と
で
知
行
割
を
し
表３

て
は
ど
う
か
と
の
意
見
が
出

て
い
る
。
第

宝
永
弐
年
七
月
飽
田
郡
上
代
村
螺
江
長
兵
衛
殿
御
知
行
高
田
畑
畝
数
御
帳

宝
永
弐
年
七
月
菊
池
郡
今
村
螺
江
長
兵
衛
殿
御
知
行
高
田
畑
畝
数
御
帳

が
手
元
に
届
け
ら
れ
た
。
上
代
村
の
安
右
衛
門
九
人
現
高
弐
拾
八
石
余
（
田
畠
壱
町
八
反
弐
畝
二
七
歩
）
と
今
村
文
之
允
以
下
六
竃
ほ
か
三

十
五
人
・
現
高
六
拾
三
石
余
（
田
畠
八
町
弐
反
三
畝
）
が
知
行
地
と
し
て
確
定
し
た
も
の
で
あ
っ
た
（
第
３
表
）
。
知
行
地
は
上
代
村
で
は
一
竃

分
で
あ
り
？
今
村
で
は
六
竃
分
と
ほ
か
に
越
高
と
し
て
孫
右
衛
門
の
高
四
升
五
合
余
で
高
の
微
調
整
を
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
知
行
地
支
配
が

近
世
に
お
け
る
知
行
割
と
圃
取
（
松
本
）

－１３－

百姓 持高 人数 牛馬 家

文之允

六右衛門

長右衛門

右衛門

猪介

清九郎

越高

孫右衛門

8石85616

７

１１

７
９

1７

９
１
９
，
、

59117

59111

32437

72828

91101

0,04536

７
７
５
７
８
１

馬２

１
２
馬
馬

牛１馬１

牛１

5軒

３

４

５

５

２



村
方
に
お
い
て
は
相
給
に
備
え
て
高
人
馬
を
組
分
け
す
る
例
が
承
ら
れ
る
。
寛
永
十
四
年
に
行
わ

（
茜
）

れ
た
山
鹿
郡
上
永
野
村
人
畜
改
帳
で
は
村
内
を
六
拾
六
石
二
斗
三
升
二
合
三
勺
九
才
の
七
組
（
一
組
鋤

は
前
欠
の
た
め
不
明
な
が
ら
村
の
現
高
五
百
八
石
余
か
ら
同
高
と
推
定
）
と
四
拾
四
石
五
斗
五
升
二
幅

合
五
勺
七
才
の
組
計
八
組
に
分
け
ら
れ
て
い
る
。
七
組
は
高
を
等
し
く
す
る
ば
か
り
で
な
く
、
田
高
永

・
畑
高
・
新
地
・
永
川
成
ま
で
す
べ
て
等
し
く
し
て
い
た
。
わ
ず
か
に
百
姓
数
．
竃
数
・
男
女
数
．
億

牛
馬
数
に
差
異
が
見
ら
れ
る
に
過
ぎ
な
い
。
こ
の
組
分
け
は
庄
屋
・
惣
百
姓
残
ら
ず
立
会
い
吟
味
の
綱

上
甲
乙
な
き
よ
う
に
七
組
余
に
人
馬
を
割
り
つ
け
た
も
の
で
、
「
右
七
与
之
内
よ
り
相
給
人
知
罷
成
掲

候
時
、
人
馬
二
付
甲
乙
之
出
入
少
も
申
上
間
敷
候
、
自
然
様
子
之
出
入
申
上
者
於
有
之
ハ
、
此
お
く
読

書
を
以
、
御
沙
汰
可
被
成
」
後
日
の
た
め
与
頭
が
連
判
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
（
第
４
表
）

村野

上
永
野
村
と
同
じ
く
山
鹿
郡
上
内
田
村
で
も
高
割
が
承
ら
れ
る
。
こ
の
村
は
寛
永
十
二
年
に
諏
愉
壁

（
麓
）

納
地
千
八
百
弐
拾
八
石
余
で
あ
っ
た
が
、
、
こ
の
村
は
慶
安
元
年
に
は
現
高
千
八
百
六
拾
弐
石
余
と
鯛

な
っ
て
い
る
が
、
上
永
野
村
と
同
じ
く
均
等
の
高
三
組
、
現
高
弐
百
六
拾
九
石
余
の
割
二
つ
、
現
高
山

八
拾
八
石
余
の
割
一
○
、
現
高
三
石
余
の
割
三
つ
計
一
五
の
知
行
割
を
作
成
し
、
知
行
配
分
を
お
こ
表４

な
っ
た
。
そ
れ
が
山
鹿
郡
上
内
田
村
御
知
行
田
畠
高
畝
数
地
撫
帳
で
あ
る
。
（
第
５
表
）
第

上
内
田
村
の
三
百
九
拾
七
石
余
の
割
一
一
つ
へ
百
弐
拾
一
一
一
石
余
の
割
八
つ
、
一
一
一
石
余
の
割
一
一
一
つ
は
、

撫
高
・
現
高
・
田
畠
高
・
田
畠
面
積
・
万
引
高
の
す
べ
て
に
お
い
て
均
等
に
分
割
さ
れ
て
い
る
．
ま

さ
に
相
給
人
知
に
な
る
時
、
人
馬
に
甲
乙
の
出
入
り
が
少
し
も
な
い
状
態
で
あ
る
と
い
え
る
。
中
で

近
世
に
お
け
る
知
行
割
と
閏
取
（
松
本
）

三
、
給
知
村
の
高
組
分
け
に
つ
い
て

1４

一与分 田高 畠高 新地 永川成 与頭竃

①
②
③
④
⑤
⑥
⑦
⑧

66石23239

６
６
６
６
６
４

６
６
６
６
６
４

０
９

９
９

23239

23239

23239

23239

23239

55257

42石06611

蛇
蛇
哩
蛇
哩
羽

０
９
０
９
０
９

06611

06611

06611

06611

06611

30223

21石32352

１
１
１
１
１
４

２
２
２
２
２
１

９
９
Ｄ
Ｐ
，

32351

32352

32352

32352

32352

34216

0石76108

０
０
０
０
０
０

76108

76108

76108

76108

76108

51214

2石08168

２
２
２
２
２
１

、
、
〃
‐
０

08168

08168

08168

08168

08168

39604

(七兵衛）３

久三郎８

甚太郎６

七左衛門７

九郎右衛門７

犬丸７

三郎兵衛８

伝右衛門５



－１５－

も
百
弐
拾
三
石
余
の
一
○
名
は
知
行
高
三
百
石
で
あ
る
。
上
内
田
村
の

配
知
高
百
参
拾
弐
石
余
の
佐
瀬
弥
内
と
百
弐
拾
九
石
余
の
平
野
助
拾
郎
①

の
二
人
も
現
高
は
他
の
八
人
と
同
じ
く
八
拾
八
石
余
で
あ
り
、
万
引
高
０Ｊ

・
田
方
・
畠
方
と
も
に
全
く
均
等
で
あ
る
。
残
り
八
人
の
給
知
は
撫
免
元

帳
で
は
角
田
団
四
郎
を
上
内
田
村
弐
百
拾
三
石
余
と
す
る
ほ
か
は
、
山
職

（
誼
）

く

鹿
郡
上
内
田
村
に
百
弐
拾
三
石
余
、
玉
名
郡
（
村
名
不
明
）
に
百
七
拾
数

六
石
余
と
し
て
い
る
。
佐
瀬
、
平
野
の
撫
高
の
相
違
が
何
に
由
来
す
る
鯛

か
あ
き
ら
か
で
な
い
が
、
角
田
の
場
合
は
転
写
ミ
ス
と
思
わ
れ
、
こ
れ
鴫

ら
を
勘
案
す
れ
ば
八
人
の
知
行
配
分
は
第
１
表
に
述
べ
た
明
石
玄
古
ら
側

の
配
知
と
同
じ
一
一
郡
の
同
じ
村
に
お
け
る
均
等
相
給
知
行
配
分
だ
と
い
柵

え
る
。
三
人
の
地
侍
の
上
知
分
も
同
様
に
均
等
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
明
田内

石
玄
古
ら
の
知
行
割
に
は
現
れ
な
か
っ
た
知
行
地
ご
と
の
田
畠
・
万
引
上

高
の
均
等
な
配
分
が
示
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
た
め
に
は
上
永
野
村
に
見
醐

る
よ
う
な
人
畜
の
均
等
割
の
成
立
が
不
可
欠
の
要
素
と
な
る
で
あ
ろ
う
．
山

当
時
か
な
り
の
範
囲
で
相
給
知
行
が
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
否
定
で
き
畷

な
い
が
、
そ
の
中
で
均
等
相
給
知
行
が
ど
の
程
度
行
わ
れ
た
か
は
全
く
第

議
論
さ
れ
て
い
な
い
。
然
し
均
等
で
あ
る
か
否
か
は
別
に
し
て
、
相
給

が
な
さ
れ
る
た
め
に
は
村
内
の
（
高
分
け
）
組
分
け
が
な
さ
れ
な
け
れ

ば
な
ら
ず
、
上
内
田
村
に
承
る
高
割
は
相
給
村
の
知
行
高
に
よ
る
高
分

近
世
に
お
け
る
知
行
割
と
園
取
（
松
本
）

撫高 現高 田 畠 万引高 給人名庄屋

475,74685

397,92878

397,92888

123，63418

123,63418

123,63418

132,36065

123,63418

123,63418

123,63418

123,63418

129,00097

123,63418

５，０００００

５，０００００

５，０００００

431,76870

269,29954

269,29954

８８，２４０４３

８８，２４０４３

８８，２４０４３

８８，２４０４３

８８，２４０４３

８８，２４０４３

８８，２４０４３

８８，２４０４３

８８，２４０４３

８８，２４０４３

３，３０２２０

３，３０２２０

３，３０２２０

2000畝0６

940,12

940,09

415,15

403ｊＯ６

･418,15

407,09

414,12

403;1５

4２０，２４

4０４，２４

３９７，１５

３９２，２１

2０

２０

２０

1０

１０

１０

982畝2４

1061,06

1061,09

１９４，０６

２００，０９

２０３，２１

２０５，１５

１９０，１５

２０１，２４

２３３，２７

２２９，００

２０４，２７

２４９，００

１４，２１

１４，２１

１４，２１

27,46663

17,11168

17,11168

５，５３８６６

５，５３８６６

５，５３８６６

５，５３８６６

５，５３８６６

５，５３８６６

５，５３８６６

５，５３８６６

５，５３８６６

５，５３８６６

，２１０３３

，２１０３３

，２１０３３

陣野佐左衛門平兵衛

野田安兵衛長左衛門

益田弥一右衛門市右衛門

霞野治兵衛源左衛門

都甲太兵衛藤右衛門

落合勘兵衛新兵衛

佐瀬弥内太郎右衛門

角田団四郎七郎左衛門

松島三宅老七蔵

吉田加左衛門伊右衛門

小島櫓兵衛勘介

平野助拾郎太郎兵衛

酒巻弥五右衛門七郎兵衛

田久保利右衛門上知分

木庭五郎兵衛上知分

高田助左衛門上知分



蛍
』
た
い
。

1６

前
述
の
宝
永
二
年
菊
池
郡
今
村
は
坂
新
平
（
新
知
二
百
石
の
内
七
十
石
九
斗
余
）
・
猿
木
角
右
衛
門
（
新
知
三
百
石
の
内
三
十
四
石
五
斗

余
）
・
螺
江
長
兵
衛
（
新
知
百
石
の
内
五
十
七
石
三
斗
与
）
の
三
人
に
割
付
ら
れ
た
。
こ
の
と
き
螺
江
長
兵
衛
の
配
知
は
現
高
六
十
三
石
余

（
撫
高
五
十
七
石
余
）
・
男
女
三
十
五
人
・
牛
馬
八
疋
・
家
大
小
二
十
四
軒
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
は
実
は
一
組
で
は
な
か
っ
た
。
「
螺
江
長
兵
衛

殿
分
菊
池
郡
今
村
御
知
行
割
高
組
目
録
」
お
よ
び
「
螺
江
長
兵
衛
殿
分
御
知
行
割
二
付
高
組
目
録
」
に
よ
れ
ば
、
第
３
表
に
示
し
た
給
知
百

姓
は
現
高
二
十
八
石
余
（
文
之
丞
・
兵
右
衛
門
・
長
兵
衛
・
越
高
鈴
〉
と
現
高
三
十
四
石
九
斗
余
（
庄
右
衛
門
・
猪
助
・
清
九
郎
の
三
か
ま

ど
）
の
一
一
組
で
あ
っ
た
。
彼
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
の
組
分
け
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

右
は
菊
池
郡
今
村
今
度
御
給
知
二
被
仰
付
、
螺
江
長
兵
衛
殿
・
猿
木
角
右
衛
門
殿
・
坂
新
平
殿
御
渡
し
被
成
、
悶
取
二
被
仰
付
侯
二
付
、

右
之
通
私
共
立
会
高
田
畠
人
畜
等
二
至
迄
、
少
茂
無
甲
乙
割
合
せ
目
録
調
差
上
申
侯
、
以
上

宝
永
弐
年
六
月

今
村
庄
屋文
右
衛
門
印

同
村
頭
百
姓

い
ま
こ
の
上
内
田
村
の
知
行
割
に
ゑ
た
均
等
割
さ
れ
た
高
人
畜
群
、
あ
る
い
は
上
永
野
村
の
均
等
高
に
分
け
ら
れ
た
組
割
が
成
立
す
る
た
め

に
は
も
う
一
段
階
の
作
業
が
必
要
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
は
か
ま
ど
数
か
ら
ふ
て
最
小
の
単
位
で
は
な
い
。
も
っ
と
小
さ
な
単
位
、
お
そ
ら
く
農

業
共
同
作
業
の
単
位
で
あ
り
、
あ
る
い
は
相
互
扶
助
の
単
位
で
も
あ
り
、
こ
れ
以
上
に
分
割
で
き
な
い
単
位
と
し
て
五
人
組
が
あ
っ
た
。
五
人

組
は
し
ば
し
ば
連
帯
責
任
、
相
互
規
制
・
相
互
監
督
の
意
味
で
マ
イ
ナ
ス
の
面
が
強
調
さ
れ
る
が
、
当
時
の
農
作
業
は
個
別
的
な
家
族
労
働
力

だ
●
け
で
維
持
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、
農
村
生
活
に
お
い
て
生
産
か
ら
納
税
に
い
た
る
営
農
活
動
で
は
五
人
組
の
存
在
は
無
視
で
き
な
い
も

の
が
あ
る
。
こ
こ
で
五
人
組
の
機
能
を
論
ず
る
も
の
で
は
な
い
が
、
村
落
に
お
け
る
最
小
の
単
位
と
し
て
機
能
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
て
お

け
の
一
例
と
い
え
る
。

近
世
に
お
け
る
知
行
割
と
圃
取
（
松
本
）



甚
兵
衛
印

同

平
右
衛
門
印

塚
本
弥
次
兵
衛
殿

こ
の
高
組
目
録
は
村
方
か
ら
作
成
さ
れ
て
郡
奉
行
に
提
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
村
方
で
は
螺
江
・
猿
木
・
坂
三
人
の
配
知
高
に
合
わ
せ
て

幾
組
か
の
高
組
を
作
成
し
て
提
出
し
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
五
十
四
石
余
の
蛎
江
氏
が
二
組
で
あ
る
か
ら
、
七
十
石
余
の
坂
氏
も
二
組
以
上

を
配
知
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
て
知
行
の
割
が
郡
奉
行
に
提
出
さ
れ
た
。
蛎
江
長
兵
衛
の
例
で
承
る
と
、
彼
は
こ
の
村
か
ら
提
出
さ
れ
た

文
之
丞
の
高
組
と
庄
右
衛
門
の
高
組
を
組
糸
合
わ
せ
た
現
高
六
十
三
石
余
を
知
行
高
五
拾
七
石
余
と
し
て
配
知
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
村
方

か
ら
提
出
さ
れ
た
高
組
が
如
何
に
組
承
合
さ
れ
て
い
る
か
を
村
人
は
知
ら
な
い
し
、
そ
の
組
承
合
さ
れ
た
割
（
知
行
割
高
）
は
閥
に
よ
っ
て
決

定
さ
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
園
取
り
が
済
む
ま
で
給
人
と
知
行
地
は
何
の
関
わ
り
も
な
い
。
給
人
は
全
く
知
ら
な
い
土
地
・
人
畜
を
支
配
せ
ざ

る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
事
情
の
よ
く
わ
か
っ
た
「
高
・
人
畜
」
が
知
行
所
と
し
て
配
知
さ
れ
る
な
ら
ば
、
給
人
に
と
っ
て
好
都
合
で
あ
る
．
細
川
領
に

お
い
て
上
知
が
多
く
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
宝
暦
期
以
後
に
な
る
と
、
加
増
の
時
に
望
ん
で
上
知
を
拝
領
す
る
こ
と
も
多
く
な
る
。
こ
の
場
合

閥
入
れ
は
行
わ
れ
な
い
。
文
化
八
年
閏
二
月
宮
本
伝
右
衛
門
が
五
十
石
加
増
さ
れ
た
時
に
こ
の
こ
と
が
問
題
と
な
っ
た
。

町
孫
平
太

白
石
清
兵
衛

小
山
門
喜

宮
本
伝
右
衛
門
儀
御
知
行
五
十
石
御
加
増
被
下
置
候
二
付
、
御
知
行
所
附
目
録
取
し
ら
べ
申
儀
二
御
座
侯
、
然
処
伝
右
衛
門
家
督
之
節
被

近
世
に
お
け
る
知
行
割
と
圃
取
（
松
本
）

（
功
）

御
内
意
之
覚

－１７－
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1８

ぎ
の
デ
ー
タ
が
提
供
さ
れ
た
。

こ
の
と
き
候
補
地
と
し
て
池
田
手
永
孫
代
村
、
内
田
手
永
社
家
村
、
甲
佐
手
永
津
志
田
村
の
三
ヶ
所
が
あ
げ
ら
れ
て
お
り
、
比
較
の
た
め
つ

②
現
高
四
拾
八
石
八
斗
弐
合
四
勺
四
才

一
高
五
拾
石

①
現
高
四
拾
七
石
六
斗
弐
合
六
勺
九
才
池
田
手
永

一
高
五
拾
石
孫
代
村宮本
甚
蔵
上
知

但
割
替
無
二
し
て
先
上
知
之
侭
直
二
被
渡
下
二
し
て
本
行
之
通

減
候
御
知
行
五
十
石
池
田
手
永
孫
代
村
二
今
以
上
知
相
成
居
申
侯
、
此
節
先
知
之
五
十
石
御
引
渡
被
下
候
ハ
ハ
別
而
難
有
仕
合
可
奉
存
候
、

右
体
御
知
行
目
録
御
極
之
儀
は
園
入
被
仰
付
事
御
座
侯
、
左
候
て
は
闘
二
当
り
可
申
哉
も
難
斗
儀
二
御
座
候
、
依
之
御
見
合
可
有
御
座
奉

存
候
得
共
、
い
つ
れ
一
一
も
御
引
渡
被
仰
付
五
十
石
之
儀
御
座
侯
間
、
別
段
之
御
仕
法
を
以
先
知
五
十
石
、
右
孫
代
村
一
一
て
御
引
渡
被
仰
付

侯
様
有
御
座
度
御
内
意
相
達
申
侯
、
此
段
宜
ク
被
成
御
参
段
可
被
下
侯
、
巳
上

内
意
之
通
上
知
二
相
成
居
候
池
田
手
永
孫
代
村
無
圃
入
引
渡
之
儀
可
有
其
取
計
候
戸
己
上

閏
二
月

五
里
半
余

男
女
四
拾
三
人

三
月
朔
日

内
田
手
永社
家
村
中
村
市
郎
右
衛
門

上
知
高
之
内



付
紙

孫
代
村
が
給
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

人
数
井
馬
数
帳
面
前
よ
り
割
合
相
し
ら
へ
申
侯
処
、
本
行
之
通
御
座
侯
、
於
村
方
は
圃
入
を
以
引
分
候
二
附
増
減
可
仕
侯
事

こ
こ
で
は
配
知
の
五
拾
石
は
先
知
の
孫
代
村
と
割
替
の
二
村
が
準
備
さ
れ
、
割
替
の
二
村
は
そ
れ
ぞ
れ
に
城
下
町
か
ら
の
距
離
・
人
数
・
馬

数
が
書
き
上
げ
ら
れ
て
、
園
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
こ
の
件
に
関
し
て
機
密
間
が
御
郡
間
に
先
例
を
問
い
合
わ
せ
た
の

に
対
し
て
、
御
郡
方
奉
行
は
「
此
儀
当
時
迄
見
合
無
御
座
侯
、
尤
先
知
被
返
下
旨
被
仰
渡
侯
面
々
之
内
ニ
茂
、
先
知
は
余
人
江
相
渡
り
侯
ヘ
ハ
、

割
替
を
以
外
々
上
知
よ
り
所
付
目
録
相
渡
り
侯
儀
間
食
見
合
御
座
侯
間
、
御
加
増
被
仰
付
先
知
余
人
江
渡
り
二
相
成
不
申
侯
得
は
、
依
願
は

先
知
を
被
渡
下
二
而
も
可
有
御
座
哉
、
左
候
得
は
少
食
増
減
仕
可
申
、
然
る
時
は
全
先
知
被
渡
下
御
振
り
合
い
一
一
当
り
不
申
侯
、
右
之
通
被
仰

付
侯
へ
は
御
知
行
割
闘
入
無
二
而
相
済
申
候
事
」
と
答
え
て
い
る
。
こ
の
や
り
取
り
の
結
果
が
宮
本
伝
右
衛
門
へ
の
無
圃
引
渡
し
と
な
っ
た
の

を
承
る
と
、
当
時
の
一
般
的
な
知
行
割
は
園
入
れ
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
結
果
は
宮
本
伝
右
衛
門
の
希
望
が
入
れ
ら
れ
て
先
知
の

こ
こ
で
も
う
一
つ
注
目
す
べ
き
は
付
紙
に
記
さ
れ
た
村
方
の
対
応
で
あ
る
。
こ
こ
に
書
き
上
げ
ら
れ
た
人
数
・
馬
数
は
村
方
に
お
い
て
闘
入

近
世
に
お
け
る
知
行
割
と
園
取
（
松
本
）

馬
拾
壱
疋

③
現
高
四
拾
六
石
七
斗
八
升
弐
合
弐
勺
三
才

一
高
五
拾
石

1９

但
此
節
割
替
を
以
被
渡
下
侯
ハ
ム
此
釣
二
稜
之
内
聞
当
り
之
村
二
而
相
渡
り
申
侯
事

馬
弐
疋

四
里
半
余

白

男
女
弐
拾
人

甲
佐
手
永津
志
田
村



い
た
。
｝

で
き
る
。

2０

細
川
領
に
お
け
る
鴎
の
初
見
は
最
初
に
示
し
た
寛
永
十
年
五
月
の
「
覚
」
第
三
条
の
「
ク
シ
を
た
て
様
子
可
承
事
」
で
あ
ろ
う
。
こ
の
対
象

が
知
行
割
な
の
か
、
検
地
・
石
盛
な
の
か
明
確
に
し
が
た
い
が
、
既
に
こ
の
段
階
で
〃
く
じ
〃
が
地
方
支
配
の
キ
ー
ワ
ー
ド
に
な
っ
て
い
る
の

で
あ
る
．
さ
か
の
ぼ
っ
て
豊
後
時
代
の
知
行
割
に
注
目
し
て
ふ
る
と
、
細
川
忠
利
の
代
か
わ
り
の
知
行
割
替
目
録
に
「
篭
を
入
れ
」
と
い
う
意

近
世
に
お
け
る
地
方
知
行
の
研
究
史
に
お
い
て
は
主
と
し
て
領
主
諭
的
視
野
か
ら
地
方
知
行
の
変
質
が
論
ぜ
ら
れ
て
き
た
．
地
方
知
行
か
ら

蔵
米
知
行
へ
と
移
行
す
る
近
世
的
知
行
関
係
は
、
細
川
領
で
も
年
貢
直
所
務
か
ら
蔵
米
支
給
と
い
う
プ
ロ
セ
ス
で
説
明
さ
れ
て
き
た
．
し
か
し

細
川
領
の
知
行
宛
行
は
単
に
知
行
高
を
示
す
ば
か
り
で
な
く
、
土
地
と
人
畜
を
配
知
す
る
こ
と
に
並
々
な
ら
ぬ
努
力
が
払
わ
れ
て
お
り
、
給
人

間
の
年
貢
収
入
の
均
等
性
を
保
つ
た
め
に
知
行
割
に
園
入
れ
の
制
度
が
採
用
さ
れ
た
し
、
一
方
で
は
知
行
地
の
百
姓
（
給
地
百
姓
）
の
構
成
に

も
園
入
れ
が
一
般
化
し
て
い
る
こ
と
は
、
知
行
地
の
不
公
平
・
不
平
等
、
負
担
の
平
等
制
を
回
避
し
よ
う
と
す
る
と
こ
ろ
か
ら
出
て
い
る
。
給

人
に
対
し
て
は
収
入
を
保
証
し
た
。
近
世
の
人
々
は
感
覚
的
に
閥
入
れ
に
う
け
い
れ
、
題
入
れ
に
客
観
的
な
平
等
性
を
感
じ
て
い
た
の
で
は
あ

る
ま
い
か
。

れ
る
。

近
世
に
お
け
る
知
行
割
と
圃
取
（
松
本
）

③

に
よ
っ
て
引
き
分
け
ら
れ
た
と
い
っ
て
い
る
。
園
入
れ
は
給
人
の
知
行
地
決
定
ば
か
り
で
な
く
、
村
方
に
お
け
る
百
姓
の
所
属
の
決
定
に
も
用

い
ら
れ
る
方
法
で
あ
っ
た
。

す
で
に
提
示
し
た
史
料
で
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
細
川
領
に
お
い
て
は
幕
末
ま
で
知
行
割
が
な
さ
れ
、
田
畑
・
人
畜
の
引
渡
し
が
な
さ
れ
て

た
。
正
徳
三
年
（
一
七
一
三
）
年
貢
直
所
務
か
ら
蔵
米
支
給
に
な
っ
て
も
知
行
割
は
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
概
要
は
第
６
表
に
見
る
こ
と
が

（
別
）

圏
に
よ
る
配
分
は
干
拓
地
の
地
方
割
直
に
お
い
て
永
画
用
い
ら
れ
て
お
り
、
土
地
配
分
の
方
法
と
し
て
馴
染
深
い
方
法
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ

結
び
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第６表正徳３年以後の知行・高人畜帳

正徳５，８，

享保２，７，

３，２，１８

12,正,2８

１８，６，２７

１９，９，１５

元文２，閏11,12

３，５，２３

延享３，９，朔

４，１２，５

宝暦５，９，２５

６，１１

８，１１

8,10,15

8,12,22

９，１０

１０，４，１６

１１，４，２７

１２，３

11,11

１２，５，

１２，９，２３

１２，９

12,10,13

１３，４，２７

13,12

１４，２

明和２，正

２，正

５，３，２５

６，２，朔

６，２，朔

安永元,10,22

２，

６，１０，２１

７，４，２５

天明元，９b2５

４，閏正,1５

谷小源太玉名郡御知行所中椛村高人畜根

上妻新右衛門被為拝領御知行所附目録

松野八郎左衛門佐敷江就被遣直代知所附目録

弓削新太郎知行引渡差紙

有吉大膳被為拝領御知行所附目録

志水主水被為拝領御知行所附目録

三宅藤右衛門知行

池永一平被為拝領御知行所付目爆
名越周徹被為拝領御知行所附目録

有吉大円老知行所

志水伯書御知行引渡差紙

八木田団七知行所岩野村田畠名寄

郡織九郎知行拝領

首藤十次郎被為拝殿御知行所附目録

山田五郎右衛門上知．

山本文右衛門知行上目録

河喜多角左衛門上知目録

弓削一角被為拝領御知行所附目録
道家左八郎給知

尾藤又左衛門知行坪附

沢村二九之助上知目録

安藤久兵衛上知目録

兼松七右衛門知行高上知目録

隈部庄兵衛上知目録

堀部百次郎被為拝領御知行所附目録

上益城鎗手永下六嘉村堀部百次郎殿御知行高人畜御根
山本郡西山村堀部百次郎殿御知行高人畜隈

平野嘉右衛門上知知行所附

額田権次上知目録

i乃美兵大夫日為拝領御知行所附目録

弓削一角知行目録

乃美兵大夫知行目録

小堀詮順御知行引渡目録

高橋杢大夫上知

仁田市郎左衛門知行所附目録

山崎惣兵衛御知行所附目録

中垣久次知行所附目録・

吉田善九郎御知行所附目録



諸家文書による。
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天明６，９，朔．

６，１２，２５

寛政元，９，１０

２，１２，９

5,10,11

８，４，２１

８，９，２７

文化８，２

８，閏2，

８，５，１９

10,12,27

13,閏8,28

１５，５，２３

文政５，７

7,12,18

８，８，１４

９，８，２８

９，９

９，９

９，１１

１２，８，６

天保４，８，２８

１２，７，２６

１２，７，２６

１２，８，１４

１３，６

弘化２，５

嘉永３，４

6,12,11

７，４

７，４

７，５

文久元，６，２４

元，８，７

３，５，６

明治３，５

阿部多膳知行目録一

弓削平八御知行所附目録

山崎角弥御知行所附目録

米田勘十郎御知行所附目録

志水次兵衛病死二付御知行上目録

堀部義之助御知行目録

横山幸記へ御知行引渡差紙

上益城甲佐手永八丁村大村久兵衛殿御知行高人数小前鰻

宮本伝右衛門加増御知行所附目録

宮本伝右衛門御加増知所附目録

宮本伝右衛門御加増知所附目録

渡辺栄喜御知行所附目録

中村庄右衛門御知行所附目録

八代郡野津手永下村永良仙五殿御知行高人畜改御帳

井上新之允御加増知所附目録

山崎五郎右衛門御知行所附目録

鹿子木鉦平御知行所附目録

上益城木倉手永横野村武藤勝平殿御給知田畑畝高人畜しらへ帳
宇土郡松山手永佐野村二而武藤勝平江御配知田畑見図御帳

八代郡野津手永御郡方格別御新地宝出下ケ名二而鹿子木鉦平殿御
知行地見図帳

財津喜内御加増知所附目録

乃美順喜御知行所附目録

松野斎御知行所附目録

八木田勝助御知行所附目録

財津直人御知行所附目録

合志郡竹迫手永高江村荒木権左衛門殿御知行高人畜帳

矢部手永下馬尾村御給地高人畜帳

大村久兵衛病死二付御知行上目録
財津善之允御知行所附目録

玉名郡内田手永稲佐村水津熊太郎殿御配知高人畜帳
水津照太郎御知行所附

下益城廻江手永平原村水津熊太郎殿御給地高人畜御帳

柏木文右衛門御知行所附目録

吉田権左衛門加増目録

栗野左助御知行所附目録

飽田郡池田手永谷尾崎村斉藤嘉兵衛殿支配知高人畜鯛帳



注
（
１
）
寛
永
十
年
二
月
二
十
三
日
付
忠
利
密
状
に
は
「
又
知
行
割
之
儀
ハ
高
と
物
成
と
庄
屋
二
か
か
せ
候
ヘ
ハ
、
又
小
百
姓
申
様
と
事
之
外
違
申
候
、
又
加

藤
平
左
衛
門
古
帳
之
面
を
見
候
ヘ
ハ
是
又
か
は
く
一
一
ち
か
い
申
侯
」
と
あ
る
（
『
細
川
家
史
料
十
一
』
四
一
頁
）

（
２
）
同
年
正
月
三
日
付
忠
利
害
状
に
も
「
肥
後
蔵
納
之
分
は
、
は
し
ノ
、
日
比
之
物
成
之
体
も
聞
こ
え
申
所
も
御
座
侯
へ
と
も
、
給
人
之
分
ハ
少
も
知
れ

不
申
侯
」
「
百
姓
ハ
免
を
も
ら
い
か
く
し
申
候
ゆ
え
、
何
を
以
物
成
之
な
ら
し
可
仕
様
無
御
座
侯
」
と
あ
る
（
『
同
書
十
一
』
一
頁
）
。

（
３
）
原
口
家
文
密
、
『
菊
鹿
町
史
史
料
編
』
四
七
二
頁

（
４
）
「
御
郡
方
文
密
」
（
永
青
文
庫
蔵
）

（
５
）
寛
永
十
年
七
月
二
日
忠
利
書
状
（
『
細
川
家
史
料
十
一
』
一
一
三
頁
）

－２３－

書
の
出
現
に
期
待
す
る
ほ
か
な
い
。

細
川
領
で
は
地
方
知
行
宛
行
が
幕
末
ま
で
行
わ
れ
、
客
観
的
に
均
等
性
・
平
等
性
を
保
証
す
る
か
た
ち
を
と
っ
た
土
地
・
人
畜
の
配
知
が
続

け
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
地
方
知
行
の
内
容
も
検
討
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
並
）

味
不
明
の
文
言
が
あ
る
。
こ
の
文
言
は
吉
村
氏
Ｊ
も
取
り
上
げ
て
い
る
。
く
じ
Ⅱ
閥
は
錨
で
あ
り
、
字
体
と
し
て
龍
と
誤
る
こ
と
は
な
い
よ
う
で

あ
る
が
、
あ
る
い
は
篭
は
鎖
の
誤
り
で
は
あ
る
ま
い
か
。
も
し
そ
う
で
あ
れ
ば
、
く
じ
入
れ
に
よ
る
知
行
割
は
元
和
の
知
行
割
替
ま
で
潮
る
こ

と
に
な
り
、
物
成
詰
知
行
と
く
じ
は
当
初
か
ら
セ
ッ
ト
で
あ
っ
た
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
解
明
の
た
め
に
は
新
た
な
関
連
文

●
．
。
。
‐
．
ｂ

（
皿
）
熊
本
県
立
図
宙
館
蔵
「
熊
本
県
検
地
諸
帳
」
の
う
ち
山
本
郡
村
食
の
分

近
世
に
お
け
る
知
行
割
と
題
取
（
松
本
）

（
８
）
「
御
郡
方
文
書
」

（
９
）
吉
村
豊
雄
撫
高
知
行
制
の
成
立
と
知
行
形
態
（
『
近
世
の
知
行
制
と
給
人
財
政
に
関
す
る
研
究
』
）

（
皿
）
松
本
『
熊
本
藩
御
書
出
集
成
』
（
未
刊
）
所
収
の
藩
士
諸
家
所
持
の
御
書
出
Ｉ
宛
行
状

（
ｕ
）
豊
前
で
の
知
行
割
は
大
き
く
ま
と
霞
っ
た
地
域
を
組
に
配
分
す
る
方
式
で
あ
っ
た
。
『
綿
考
輯
録
』
二
巻
四
一
三
頁
。
吉
村
『
前
掲
書
』

（
吃
）
『
熊
本
県
史
料
近
世
編
一
一
』
一
一
一
七
二
～
三
九
○

（
躯
）
知
行
所
附
目
録
が
交
付
さ
れ
る
の
は
新
知
・
加
増
・
減
知
な
ど
知
行
高
に
変
化
が
生
じ
た
と
き
で
、
親
跡
相
違
な
く
遺
産
相
続
の
場
合
は
所
附
目
録

（
６
）
松
井
家
文
書

（
７
）
「
御
郡
方
文
応

（
８
）
「
御
郡
方
文
壷

は
出
な
い
。

「
御
郡
方
文
書
」



（
躯
）
松
本
「
寛
永
期
細
川
領
に
お

（
肥
）
前
出
御
郡
方
文
書
「
覚
」
③

（
Ⅳ
）
「
覚
鰻
」
元
禄
五
年
九
月
十
一

（
皿
）
「
覚
帳
」
享
保
十
八
年
八
月
一

（
岨
）
「
覚
根
」
延
享
三
年
四
月
十
』

（
釦
）
「
覚
根
」
延
享
三
年
七
月
の
壁

（
劃
）
「
御
配
知
一
巻
左
之
通
」
（
霧

（
犯
）
鯛
本
市
島
崎
蟹
江
家
文
露

2４

（
釦
）
「
覚
根
」
文
化
八
年
三
月
朔
日
の
項

（
劃
）
天
明
八
年
十
月
「
御
側
御
開
地
方
割
直
シ
畝
数
改
隈
」
芦
北
郡
芦
北
町
黒
田
家
文
書
・

（
犯
）
吉
村
豊
雄
『
近
世
の
知
行
制
と
給
人
財
政
に
関
す
る
研
究
』
二
頁
に
『
注
目
さ
れ
る
の
は
書
出
し
文
言
で
あ
る
。
…
…
…
…
「
同
人
右
為
替
地
高
弐

百
七
拾
八
石
七
升
七
号
物
成
詰
ニ
シ
テ
篭
を
入
上
毛
郡
清
水
町
村
二
而
遣
之
、
役
儀
可
為
如
先
知
也
」
（
平
野
加
右
衛
門
）
と
あ
る
よ
う
に
、
志
水
伯
書

・
米
田
貞
正
の
知
行
割
替
目
録
で
「
物
成
詰
一
一
シ
テ
」
と
記
さ
れ
て
い
る
個
所
が
「
篭
を
入
」
「
物
成
詰
ニ
シ
テ
篭
を
入
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
「
篭
を

入
」
と
は
替
知
に
新
地
分
を
含
め
て
と
い
う
意
味
の
よ
う
で
あ
る
。
』
と
す
る
。

（
羽
）
前
出
蟹
江
家
文
密

（
羽
）
「
覚
帳
」
寛
文
九
年
十
月
十
五
日
の
条

（
別
）
「
覚
帳
」
元
禄
三
年
二
月
十
日
の
条

（
弱
）
荒
尾
市
原
ロ
家
文
脅
「
上
永
野
村
人
畜
鰻
」
（
『
菊
鹿
町
史
史
料
編
』
三
○
四
頁
）

（
妬
）
寛
永
十
二
年
六
月
の
「
山
鹿
郡
御
蔵
納
地
撫
一
紙
御
根
」
で
は
千
八
百
弐
拾
八
石
余
で
あ
る
が
、
寛
永
十
四
年
の
「
山
鹿
郡
上
内
田
村
地
撫
御
帳
」

で
は
千
七
百
壱
拾
壱
石
余
と
な
っ
て
い
る
。
（
旗
本
県
立
図
書
館
蔵
）

（
”
）
前
出
原
口
家
文
書
「
山
鹿
郡
上
内
田
村
知
行
高
畝
数
控
」
（
『
菊
鹿
町
史
史
料
縄
』
四
七
三
頁
）

（
羽
）
「
真
源
院
機
御
代
御
侍
免
撫
帳
」
（
松
本
縞
『
照
本
藩
侍
隈
集
成
』
所
収
）

近
世
に
お
け
る
知
行
割
と
園
取
（
松
本
）

松
本
「
寛
永
期
細
川
領
に
お
け
る
「
地
撫
」
に
つ
い
て
」
（
旗
本
史
学
五
○
号
）

前
出
御
郡
方
文
書
「
覚
」
③
「
ク
シ
を
た
て
」
と
い
う
の
は
く
じ
取
り
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。

「
覚
鰻
」
元
禄
五
年
九
月
十
一
日
の
条
（
永
腎
文
庫
蔵
文
３
．
１
．
１
）

「
覚
帳
」
享
保
十
八
年
八
月
二
五
日
の
条

「
覚
根
」
延
享
三
年
四
月
十
七
日
の
条
（
永
青
文
庫
蔵
文
３
．
２
．
２
）

「
覚
根
」
延
享
三
年
七
月
の
条
（
同
）

「
御
配
知
一
巻
左
之
通
」
（
「
覚
鰻
」
寛
延
元
年
六
月
の
条
）
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